
ISSN 1342-7377 

 

 

インド学チベット学研究 
JOURNAL OF INDIAN AND TIBETAN STUDIES 

 

第 17 号 

 

 
 
 
 
那須円照       『倶舎論』とその諸註釈における三世実有論批判の研究 (3) 

—仏教の時間論— -------------------------------------------------------------- (1) 
 
那須良彦               倶舎論根品心不相応行論 

—世親本論と諸註釈の和訳研究(7)— -------------------------------------- (31)  
 
赤羽律･早島慧･西山亮   Prajñāpradīpa-ṭīkā第 XXIV 章テキストと和訳(2) 

—uttarapakṣa 1— --------------------------------------------------------------- (63) 
 
五島清隆               チベット訳『梵天所問経』—和訳と訳注(5)----------------------------- (87) 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

2013 年 

 

イ ン ド 哲 学 研 究 会  

http: / /www.j i ts-ryukoku.net/  

          

2013 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



 

執筆者紹介 

那須円照（なす えんしょう） 龍谷大学仏教文化研究所客員研究員 

那須良彦（なす よしひこ）  龍谷大学非常勤講師 

赤羽律（あかはね りつ）    オーストリア科学アカデミー、アジア文化・思想史研究所 

                            研究員 

西山亮（にしやま りょう）  龍谷大学アジア仏教文化研究所リサーチアシスタント 

早島慧（はやしま さとし）  龍谷大学大学院 

五島清隆（ごしま きよたか） 佛教大学非常勤講師 

 

編集後記 

 

 ようやく『インド学チベット学研究』の第 17 号を刊行することができました。早くに

校了して頂いた寄稿者には刊行が遅れたことを御詫び申し上げます。本号も『倶舎論』と

その諸注釈、『般若灯論』の複注、『梵天所問経』の翻訳研究を掲載しております。その大

部分は、世界の学界を見ても、初めての現代語訳の試みであり、今後の仏教研究の発展に

大いに寄与するものであります。なお、すべての論考は、編集責任者もしくは編集協力者

の査読を受けていることを明記しておきます。 

 本号も共同編集者の乗山悟氏の献身的な努力により刊行できました。あつく御礼申し上

げます。また、乗山氏の手により、「インド哲学研究会」のホームページにすべての既刊号

に掲載された論文の pdf ファイルが、執筆者の了解を得て、公表されています。ご利用頂

ければ幸いです。 

 最後に、本誌の編集方針をご理解頂いて、研究論文や翻訳研究を投稿してくださる方を

歓迎いたします。ご遠慮なく御申し出ください。（桂記） 

 
 
 
 
.『インド学チベット学研究』入手のご案内 
第 2 号、第 3 号、第 4 号、第 9-10 号、第 14 号については残部がございます。入手を希望されます

場合は、編集者までご連絡ください。費用などをお知らせいたします。 

また、当学会ホームページ(http://www.jits-ryukoku.net/)より本誌の PDF ファイルのダウンロー

ドが可能です。(PDF ファイルのネットでの公開は事情により中止する場合もありますのでご注意く

ださい。) 
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第１号 神子上惠生／唯識学派による外界対象の考察(2)—Tattvasaṁgraha と Tattvasaṁgrahapañjikā の 23
章外界対象の考察— 若原雄昭／仏教徒のジャイナ教批判(2)—— 藤田祥道／『五百頌般若経』につい

て—試訳（承前） 那須円照／有部の形実有論と経量部の形実有論（上） 原田和宗／＜経量部の「単層

の」識の流れ＞という概念への疑問(I) 
 
第 2 号 藤田祥道／クリキン王の予知夢譚と大乗仏説論—『大乗荘厳経論』第一偈の一考察— 原田和宗

／＜経量部の「単層の」識の流れ＞という概念への疑問(II) 那須円照／アビダルマの極微論(2)——極微
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